


２．本県における状況について 
本県においてもリエゾンの委嘱に向けて、運用計画や協定書等の策定を進 

めてきました。（資料４－３） 
 また、本県の小児・周産期医療提供体制に精通した産婦人科・小児科・新生児
科の医師 15 名に国の専門的な研修（災害時小児周産期リエゾン養成研修）を受講
いただきました。 
 
【災害時小児周産期リエゾン研修受講者（H28～R1）】 

診療科 所属病院 名前 

産婦人科 

市立四日市病院 大里 和広 

三重大学医学部附属病院 

鳥谷部 邦明 

田中 博明 

二井 理文 

三重中央医療センター 
前川 有香 

神元 有紀 

伊勢赤十字病院 日下 秀人 

小児科・新生児
科 

桑名市総合医療センター 馬路 智昭 

県立総合医療センター 杉山 謙二 

三重大学医学部附属病院 
澤田 博文 

岩本 彰太郎 

三重病院 菅 秀 

三重中央医療センター 
盆野 元紀 

山本 和歌子 

伊勢赤十字病院 鎌田 尚樹 

 
 
３．今後の予定 
  上記のリエゾン研修受講者について、所属病院等の理解を得ながら、リエ 
ゾンの委嘱を進めていきます。リエゾン委嘱後には、リエゾン間の情報交換 
や訓練等を通じて活動体制を整備していきます。 
 また、来年度も国のリエゾン研修を受講することでリエゾンとして活動で 
きる人材の充実を図っていきます。 

 


